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の向上をめざすものである 1)。  











































































































（図２）  介護予防を推進する地域づくりの概念図  
      介護予防マニュアル改訂版ｐ 5 厚生労働省ホームページ  
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倒・骨折」が 12.7％の順となっている。  
転倒の発生率は、65 歳以上の地域高齢者で年間 20％、施設高齢者で
は地域高齢者の 2 倍の 40％に発生している。また、転倒は女性に多く、


























（図３）  転倒のリスク因子  
江藤文雄「高齢者の転倒の原因」   




 転倒によってもたらされる障害はさまざまある。鈴木ら 12 )の調査で
は、転倒を経験した高齢者において「何もなかった」と答えた者は男
性で 38.6％、女性 29.6％であった。このことから、男性の 6 割・女性
の 7 割が、何らかの障害を受けていることになる。転倒により生じた
障害の中で最も多いのが打撲であり、次いですり傷や切り傷となって















































（図４）  寝たきりに至る要因の相互関係  
鈴木みずえ「転倒・骨折の予防に関する研究について」  
老年看護学   14（ 1） 1999 ｐ 17 
 













る報告は少ない 1 9 )2 0 )。また、運動介入によって、日常生活動作や手段
的日常生活動作などの生活機能が改善したのか否かという視点で効果














する自信があるかを 1 ポイントから 10 ポイントで回答するものである。
また、Hillら 23 )は、Tinettiらの開発した転倒自己効力感尺度に日常生
活 関連 動 作 を 加 え 14 項目 か ら な る MFES(Modified Falls Efficacy 
Scale)を作成している。これらの尺度は、当初転倒恐怖感として紹介
され、合計得点が低いほど転倒恐怖感が強いと判定されていた。  
































転倒不安感尺度が紹介され効果判定等に使用されている 2 7 )。  
 転倒自己効力感尺度については、竹中ら 28 )が、15 項目からなる尺度
を作成している。「全く自信がない」（ 1 ポイント）から「きわめて自信
がある」（ 10 ポイント）までの 10 段階で答えるものである。また征矢
野ら 29 ) 30 )は、在宅高齢者を対象に、日常生活動作と生活関連動作の 10
項目の活動に対して、文とイラストで質問紙を作成し、「大変自信があ
る」（ 4 点）、「まあ自信がある」（ 3 点）、「あまり自信がない」（ 2 点）、
「全く自信がない」（ 1 点）の 4 段階で答えるものを作成しそれぞれ報







ることができる尺度として開発されている 3 3 )。転倒自己効力感は転倒
恐怖感を問うよりも、行動を予測することができ、日常における活動
内容や身体機能とより深く関係していると言われている 3 4 )。  









なり、 10 段階の Visual Analogue Scale、「全く不安がない」「少し不安
がある」「不安がある」「とても不安がある」の４件法、「ない」「ある















転倒恐怖感の発生率は、近藤ら 3 6 )の調査では、158 名中 82 名の 51.9％
に発生していた。また、鈴木ら 37 )の調査では、転倒恐怖を有している
ものは女性に有意に多く、男性は、65～ 80 歳までは 50％、80 歳以上で






























性があると述べられている 4 2 )。その他、性別や転倒恐怖感、転倒恐怖
感にともなう外出制限、服薬が転倒自己効力感を低下させる要因とし
















































角度から行うための環境を整備することにある 4 5)。  
 




















（図５）  作業療法が考える生活行為  
作業の捉え方と評価・支援技術       














23 年に出版している。  







































第２章  調査  
 









































化を示している。5 名とも転倒後 4 ヶ月以上経過しており、運動に制限
は無く、機能障害はほぼ改善していた。外来リハビリテーションは週 1
～ 2 回、１回 20 分、身体機能障害に対する訓練を中心に実施されてい
た。  
 



































































理や食事の配膳は毎日、洗濯は週 2～ 3 回実施していたが、掃除は夫が
行っていた。月に一度程度買い物に出かけることはあったが、日常の
買い物は夫が実施していた。趣味のカラオケ教室に週 1 回参加し、デ












洗濯は妻が行っていた。掃除は週 1 回、入浴の準備や後片付けは週 2










































































概要を表 3 に示す。  
 












調査期間は、平成 24 年 1 月から 2 月（ 1・ 4 施設）と平成 24 年 7 月
(2・ 3・ 5～ 8 施設 )である。対象となった要支援高齢者は 211 名で、そ
の内回答に欠損があった 26 名を除いた 185 名の調査結果を集計した。 
 対象者の平均年齢は、 80 歳（ 65 歳～ 97 歳）、男性 57 名、女性 128
名、要支援１が 88 名、要支援２が 97 名であった。老研式活動能力指
標得点の平均は、 9.5±6.8 で平均年齢と比較して平均的な得点であっ










































ん）の 15 項目である。以下（  ）内の語句を用いる。今回は、対象者
が要支援高齢者であることを考慮し、竹中らの 15 の活動に対して、「ま
ったく自信がない： 1」「あまり自信がない： 2」「まあ自信がある： 3」

























解析は、統計解析ソフトウェア IBM SPSS STATISTICS 20 を使用し、



































図 6 転倒自己効力感度数分布図  
 

















を表 5 に示す。過去 1 年間に転倒の経験があると答えた者が 185 名中
73 名で全体の 39％、転倒恐怖を有しているものが 145 名で 78％と高率
であった。また、周囲から注意を受けることがあると回答したものが











































ことが示された（表 6）。  
 























 「したいこと」があると回答したものが 159 名で全体の 86％であっ
た。その内「したいこと」を実行していると回答したものが 113 名で、
46 名は「したいこと」を実行できていなかった。さらに、「したいこと」
を実行し、そのことに満足しているものは、 113 名中 76 名であった。
37 名は、満足していないがしていることが示された。  
 「したいことの活動状況」と要因毎のクロス集計・χ 2 乗検定結果を



















































表 8「したいことの活動状況」と転倒自己効力感平均  
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